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よび細胞壁ネ科作物の茎葉部分お物 葉 胞 成細分イ r
「

の解析と簡易評価法の開分 発易 『

地球温暖化防止やエネルギーの安定供給の観点から、作物の茎葉部を利用したバイオエタ

ノール生産が注目されています。ここではエタノール原料用適性の高い作物・品種の効率的

な開発・育成を促進のためにイネ科作物のリグノセルロース等細胞壁成分の糖化効率への影

響を明らかにしました。
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細胞壁成分含有率の作物間差異

細胞壁成分当たりの含有率(％）

細胞壁成分含有率には、作物間、品種間で幅広い変異がありました。成分間では、セルロースが多

く、ヘミセルロース、リグニンの順に少なくなっています。作物間で比較すると、イネはサトウキビ

やソルガムに比べて、リグニン含有率が低く、ヘミセルロースもしくはセルロース含有率が高い傾向
にありました。
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2糖化効率とリグニンの関係

グルカンやキシランの糖化効率はリ

グニン含有率が低いほど向上する傾向

がありました。このためイネやソルガ

ムのbmr品種（九州交4号）では前

処理無しで比較的高いグルカンとキシ

ラン糖化効率を得られる可能性が示さ
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糖化効率とリグニン含有率の関係

リグニン含有率、糖化効率ともNSC

壁成分について算出

5101520

リグニンの含有率(％）

250 糖化効率ともNSCを除いた細胞
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